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通告順 
議 席 2 番 奥山 雅貴 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 1 

１．児童生徒の障がい、不登校について 

① 十数年前から耳にする発達障がい、知的障がい、自閉症、スペクトラム症など

と判断されている児童生徒数は本町に何名おられるのか。また、隣町と合わせ

ると何名になるか伺います。 

② 12 月の定例会で長期不登校児童数生徒の人数が合計９名と教育長から答弁

がありましたが、短期的や不定期な不登校児童生徒が 20 人以上いるという

事を専門的な方達からお聞きしました。本町、隣町でどのくらいおられるのか。

また、その理由を伺います。 

 

２．環境問題について 

現在、風力発電や電気自動車と脱炭素化社会への取り組みをされている本町です

が、その他の環境問題にどう向き合うのか伺います。 

① 畜産において、家畜の糞尿の処分に徳之島や与論島において、非常に苦慮して

おり、臭いなどで観光にも影響が出ていると聞きました。本町でも処分しきれ

ず畑に山積にしているそうです。これらを処分できる装置を脱炭素の補助金を

申請して整備できないか。（別紙あり） 

② 沖永良部クリーンセンターの耐用年数や大規模補修工事、建て替え案がある中

ですが、大きなお金を使うなら環境に優しい焼却施設にしたいと考えていると

思います。亜臨界処理装置の話が私にきましたので資料をお渡ししています。

両町で検討してみてどう思うか伺います。（別紙あり） 
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通告順 
議 席 11番 今井 吉男 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 2 

１．農業振興について 

① えらぶ特産品加工場（総事業費１億 1,600 万円）は、地元素材であるシマ桑

を加工販売、６次産業化を図る目的で平成２５年３月に完成。当初、生産者８

名でスタート、今年で１０年目になります。現在、生産者は６名ですが、今後

高齢化等により生産者が減少することが危惧される。新規生産者は見込めるの

か。 

② 今後、シマ桑生産者が減少することを見据え、機械・設備の有効活用の観点か

ら、シマ桑の加工に限定せずに、ゴーヤやバレイショ等の品目の加工を検討す

べきでは。 

 

２．観光振興について 

① 新型コロナウイルス感染症の収束を見据えて、国立公園の指定を受けた田皆

岬・沖泊海浜公園や屋子母海岸一帯の自然の風景地を保護すると同時に観光資

源として活用すべきでは。 

② 田皆岬から屋子母の海岸沿いに設置されているサイクリングロードを県が推

進するサイクルツーリズム事業を導入して、再整備できないか。 

 

３．町広報紙等の制作について 

① 「広報ちな」の制作は、４年程前からデザイン料として 1 ページに付き１万

円、年間１５０万円で委託している。「議会だより」のデザインは、議会事務

局職員が独自で制作していますが、「広報ちな」と比較しても遜色はありませ

ん。今後、職員が持てる能力と個性を駆使した「広報ちな」の制作はできない

か。 

② 広報紙以外でも簡単に外部委託をするのではなく、優秀な職員が揃っています

ので、職員の能力と個性を引き出す方策は取れないか。 
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通告順 
議 席 9 番 西 文男 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 ３ 

１．福祉関係について 

① 町は障がい者、障がい児への福祉サービスは現在どのように行っているか伺

う。 

② 本町の障がい者、障がい児数はどれ位か、また障がい者の方々の生きがいや、

就労等に関する町としての施策はどのように行っているか伺う。 

③ 現在、全国的に介護施設の従事者不足がテレビや新聞で報道されています。本

町においても同様であると聞いているが、町として町内介護施設の状況を把握

しているか伺う。 

 

２．ふるさと納税について 

① ふるさと納税の令和３年の税額はどのぐらいか、また納税者数はそして、今現

在の目的税別にふるさと納税の基金額はいくら位か伺う。また当初予算と納税

額との達成率はどうなっているか。 

② 今後のふるさと納税額目標額、そして展望をどのように町は計画しているか伺

う。 

③ ふるさと納税の返礼品の地元産、特産品および農作物、果樹等含めた金額はど

れ位か、全体の納税額に対する比率はどうなっているか伺う。 

④ 企業版ふるさと納税の令和３年の税額、また納税企業は何社か伺う。企業版ふ

るさと納税等での給付型奨学金の貸与についての実施はどうなっているか伺

う。 

 

３．教育行政について 

離島の子供達に、夢と勇気と希望の大切さ伝える全国離島交流中学生野球大会へ

の参加を希望し、日々放課後練習に励んでいる子供達の夢と希望を実現するため

に、大会参加への補助は出来ないか伺う。 
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通告順 
議 席12番 外山 利章 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 ４ 

１．農業振興について 

① 本町農業の持続的発展には農業後継者の育成が不可欠で、率先して取り組むべ

き課題だと考えるが、その対策は。また国による新規就農支援体制が大きく転

換するが町としてどのように対応するのか。 

② 生産現場における労働力不足が生産拡大のネックとなっている。関係機関、団

体と連携して、労働力確保に向けた取り組みを進めるべきだと考えるが今後の

取り組みは。 

③ 「みどりの食料システム戦略」では環境負荷の軽減と持続的発展に向けたモデ

ル地区創出を支援している。今後の本町農業の方向性を明確にする上でも事業

導入を検討し、将来ビジョン策定に取り組んではどうか。 

④ 本町の掲げる循環共生社会の実現に向け、地域のバイオマスを活用した循環型

農業システムの構築を推進すべきと考えるが、今後どのように取り組んでいく

のか。 

⑤ 農福連携は農業立町である本町の特色を生かした福祉施策であり、双方の課題

解決に寄与する政策だと考えるが今後どのように推進していくのか。 
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通告順 
議 席 ５ 番  窪田 仁 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 ５ 

１．農業振興について 

おきのえらぶは、農業振興が重要だ!! 

少子高齢化の中、農家数の減少が問題となっています。農業後継者の確保や農業

生産額の拡大が求められます。 

農家の高齢化や人口減少等の課題の中、農業生産額が下がり続けています。就農

者確保に向けた、I ターン・U ターン者の移住・定住について今までどうだったの

か。今後どうするのか伺う。 

 

２．町長の公約について 

① 新庁舎建設の費用対効果について伺う。 

② 硬度低減化について水源地の地下水を汲上げると上城の暗川の水が減るそう

ですが、地元説明会は、充分できているのか伺います。 

 

３．商工業の振興について 

① 商店街に地域おこし協力隊を配置して活気ある商店街作りの要望が出ていま

す。活性化できる地域おこし協力隊の配置はできないか伺います。 

② 移住・定住に向けてシェアハウスを商店街につくり農業・漁業・商工業へ仕事

派遣ができる特定地域づくり事業協同組合を誘致できないか。 

 

４．文化・観光振興について 

文化財の保存・継承で有効活用と地域振興を図ろう!! 

① トゥール墓の国指定に向けた取り組みについて財源や進行計画について伺う。 

② 現地視察と研修会について、トゥール墓群の国指定に向けた取組みや本町の

国・県・町の文化財の現地視察と研修会を要望します。 
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５．道路の整備・補修について 

① 町道大津勘大山線は、以前から大山に抜けられる道路です。津波や介護者の避

難に必要な道路でもあります。通り抜けができる様に要望します。 

② 大山～平川線は雨の度に濁った水たまりができて大型のトラックが急ブレー

キを掛けるなど危険、早急な補修整備はできないか。 
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通告順 
議 席 1 番 福川 勝久 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 ６ 

１．公費の旅費について 

公職員が出張等の際の宿泊費を公費から一律 7000 円/一泊で先渡しで支給し

ているが、宿泊先によっては、それ以下で足りる場合もあります。それを一律前渡

し制から、領収書で使った分を清算し、後払いにするべきだと思う。 

上限として 7000 円とされていますが、差額があった際には返金していただく

ことで公費の無駄をなくし、経費削減にもつながります。 

その様な制度にするべきだと思いますがどうお考えでしょうか。 

 

２．地産地消から見る、海の環境保全について 

知名町では知産知消（地産地消）を推進しているが、その中で水産物があると思

います。その水産物を守るために海に着目してはどうでしょうか。島の海はサン

ゴ礁に囲まれた美しい島として、国立公園にも指定されました。しかしながら、海

の中の環境は変化していて、サンゴ礁は減り、ウニ、貝、魚も減り、また浅瀬に続

く海草もなくなって、砂地だけになってしまったところもあります。サンゴ礁は、

天然の防波堤であり、魚の住処でもあります。そして珊瑚はじめ海の環境は食で

あり、観光資源でもあります。 

環境省では、与論島で平成２８年３月に「サンゴ礁生態系保全行動計画 2016-

2020」を実施、地域社会と結びついたサンゴ礁生態系保全の基盤構築を目指し

た取り組みをいたしました。沖永良部島は与論島と同じく地形的に低い島で隆起

珊瑚からなる、サンゴ礁に囲まれた島です。与論島での取り組み結果をもとに、沖

永良部島でも海の環境に対する対策、生態系保全行動を形にし、実行していくべ

きではないでしょうか。 

 

3．12 歳未満へのワクチン接種について 

１２歳未満へのワクチン接種について、不安を感じている保護者の方々がおり

ますので、ワクチン接種のメリット、デメリットを説明し、本人、保護者が十分に

理解し、同意したうえでの接種であるという説明が必要だと思うので、説明会を

開くことはできないか。 
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通告順 
議 席 ７ 番 新山 直樹 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 7 

１．避難所運営について 

１月１５日にトンガ沖で海底火山の大規模な噴火が発生し、トンガ周辺では、

最大で１５ｍの津波が押し寄せたと発表されました。噴火の影響で日本にも津波

が到達しＪアラートが発令され、避難されたと思います。 

そこで、次の３点について伺います。 

① 各避難所の開設状況（開設箇所）及び避難された方の人数は。 

② 新型コロナウイルス感染防止対策に配慮した運営はマニュアルに沿って実施

出来たのか。 

③ 災害時には地域の消防団員の協力が必要であるが連携は取れたのか。 

 

２．教育行政について 

① 児童生徒向けの１人１台の端末を整備し、多様な子供たちの創造性を育む教育

を持続的に実現させるため、ＧＩＧＡスクール構想は進んで来ました。利用状

況や評価はどうなっているのか。 

② 各小学校、中学校で、学校と家庭でオンライン授業をしたと思いますが、不具

合や改善する点はなかったのか。 

③ 沖永良部２町と今帰仁村の友好都市締結調印式が行われて２年が経ちました。

現在まで児童、生徒によるオンラインでの交流会が行われていますが、コロナ

終息後には（まだまだ先はみえませんが）夏休み等を利用してお互いが行き来

するなど相互交流の計画はできないか。 

 

３．野営場整備について 

大山野営場のバンガロー（ログハウス）修繕工事が行われて快適に宿泊できる

ようになりました。炊事棟や隣接するトイレはコンクリートの爆裂など老朽化が

目立っています。再整備して以前のようにキャンプが出来る施設にする予定はあ

りませんか。 



- 14 - 
 

メ モ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 15 - 
 

通告順 
議 席 6 番 川畑 光男 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 8 

１．デジタル化に向けて 

本町のマイナンバーカードの交付率は、令和４年１月現在 39.3％ですが、今

後、取得に向けた計画はどのようになっているか。 

令和４年度からデジタル化に向けた自治体の標準化システムの導入について今

後の計画はどのようになっているか。また、町民への説明はどの様に考えている

か。 

 

２．道路の整備、改良、補修について 

① 徳洲会病院からフローラルホーム花の家の間は、下水道工事、舗装の老朽化に

より、道路の状態が非常に悪く交通量も多く、バイクなどの転倒にもつながる

ので整備はできないか。 

② 松尾歯科から認定こども園すまいるへの道路において一部道路が狭く、ガード

レールやフェンスなどがあり、車両の離合が非常に困難なため改良工事はでき

ないか。 

 

３．商店街の活性化に向けた取り組み 

① 町の商店街の空き店舗の利用方法、活用についてどのように考えているか。 

② 町での今後の航空券の購入はどのようになっていくのか。 
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通告順 
議 席10番 宗村 勝 

令和４年３月  日 

時 分 ～ 時 分 ９ 

１．脱炭素社会実現に向けた取り組みについて 

知名町は脱炭素社会（ゼロカーボンシティ）実現へ向けて取り組んでいますが

再生可能エネルギーの普及をどのように計画するのか問う。 

① 風力発電を利用する取り組みの実証試験等をしていますが将来的に利用可能

か。 

② 小水力発電やマイクロ水力発電の可能性は。 

③ 太陽光発電の新庁舎への導入は。 

 

２．田皆岬の景観について 

田皆岬は国定公園から国立公園へ昇格され公園内の園地整備がされてトイレや

駐車場、展望所等の施設がすばらしくなりました。しかし駐車場横の展望所から

海の方角を望むと電柱や電線が張られており国立公園としての景観を損ねている

と感じられます。送電線の迂回や地下埋設等への改修をして自然眺望が映える様

にすべきではないか。 

 

3．猫の適正飼養について 

鹿児島県の指示を受けて町内放送により 2 月に猫の適正飼養を訴えておりまし

たが、近年野猫や野良猫が増えて迷惑になっていると聞かされています。飼い猫

に対する届け出制や不妊治療の推進、野良猫等への餌やりの禁止等の徹底した啓

発をすべきではないか。 

 

4．AED(自動体外式除細動器)の適正な管理について 

各字の公民館や主要施設に AED が配置されておりますが保守管理や使用方法

等の講習がされていないと感じられます。万が一の対処のために町民に使用方法

等の講習やチラシ等で周知徹底すべきではないか。 
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5．今井町長の一期四年間を振り返り 

今井町長が就任して一期目が過ぎて二期目に至っております。フローラルパー

クの整備や新庁舎の建設、水道水の硬度低減化等あらゆる事に精力的に奔走して

いると思われます。しかし一期目就任前に訴えていましたスポーツ団体等の合宿

やキャンプ等の誘致を積極的にすると明言しておりましたがその成果が感じられ

ません。スポーツ団体等の合宿やキャンプを誘致する事により交流人口の増大や

町の活性化に繋がると思います。今後どのようなお考えなのか伺う。 
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